へき地・小規模校における授業改善と教育委員会の援助に関する一考察 ： 中学校社会科を例として by 内田, 和子
社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第２号1990  (pp.99-105)
へ き 地 ・ 小 規 模 校 に お け る 授 業 改 善 と 教 育 委 員 会 の 援 助 に 関 す る 一 考 察
一中学校社会科を例として－
Ａ Report on the Improvement of Instruction and Support b ｙ Education Board
























































































































































































































































非　 指　説　狭　広　 は　明　受　沈　 そ
示　　 い　い　げ
・　　　　　　　　 確I　　　　 の


























































































































































したものである。その結果 ，この授業 は 厂狭い質問」
とそれに対する 匚単純応答」がまだ多いものの，前年
に比べて， 匚狭い質問」や「単純応答」の割合が低下
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る様子が示されているといえる。一方，教師の方も前
年に比べて「説明」や「はげまし」「受容」の割合が
増加している。 このことは第５表によれば，教師が
「はげまし」や「受容」によって生徒の「自発的な発
言」や 厂ていねいな応答・説明」を促し，生徒からの
「質問・要請」や「自発的な発言」に対しても， 厂説
明」や「明確化」で応えているといえる。
以上のことは，＜事例２＞＜事例３＞ の授業記録か
らも伺える。
このような変化 は，授業者が研究所 の援助の下に，
積極的な授業改善を図ったひとつの成果と思われる。
〔事例２〕の授業記録（一部）
Ｔ・じゃあ現在の〇町ではどんなふうに水を得ている
のかということをお勉強しましょう。じゃあ発表し
てもらいましょう。Ａ子さん。
Ｓ・えっ，あたし？
Ｔ・うん。
Ｓ・この辺の水道はＫ谷っていって，ほら，地震研究
所ってあるでしょ。その裏に川があって，そこがＫ
谷なんだって。
Ｔ・なんです。
Ｓ・Ｋ谷なんです。それで，あの，そこのとこから取っ
てきて，Ｆ さんの。
－
Ｔ・Ｆさん？　Ｆ さんの家が浄水場？
Ｓ・違う。そこのちょっと上の方。そこに水が溜まっ
ていくんだな。…略…
それで，ＭとかＯとか，こっちよりも向うに入った
所は水が届かないから，簡易水道っていって，よく
わかんない。
Ｔ・はっ？　簡易水道っていって？
Ｓ・よくわかんない。
Ｔ・地区で水道やってる訳？
Ｓ・そうそう。
〔事例３〕の授業記録（一部）
Ｔ・では早速ですが，大正・昭和初期の話に移ります。
この頃のＯ町の水利用について，夏休みの調査結果
に基づいて発表してもらいます。
緊張してますね。元気だして！　Ｃ子さんお願いし
ます。
ＳＩ・はい。これは夏休みに家でおとうさんに聞きま
した。昔は水道がないので，台所にある瓷で15m 位
下の方の沢に水を汲みに行きました。そこにゴング
リートで四角い物を作って，竹の樋で流れてきた水
を溜めておきました。…略…　以上です。
（一同，拍手）
Ｔ・はい，どうもありがとう。よく調べましたね立派
な発表でした。
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Ｓ２・昔‘はＢ君の家の近くの沢に（水を）汲みに行っ
たんです。
Ｔ・あっ
，そうですか。結構，長い距離ですよね。
Ｓ３・先生，ダムができる前ですよ。
Ｓ４・移転する前は今よりもっと家が接近していたん
だよ。
IV　授業改善の継続と発展
（1）年間指導計画の改善と「指導マニュアル」の作成
Ｏ中学校では
，研究所の援助によって，昭和63年度
の第３学年社会科の年間指導計画において
，「国民と
財政
」の章を４時間から６時間扱いに変え，Ｋ教諭の
地域素材による水道の学習を取り入れる試みをした
。
平成元年度では
，年度当初から，前年の地域教材を
さらに充実させるために
，第１学期の最後に生徒に対
する夏休みの調査課題の説明を１時間分位置付け
，２
学期の「国民生活と財政」の章を７時間扱いとした。また，平成元年度の地域教材による授業を当初から
このように
，へき地・小規模校における授業改善に
は
，教育委員会（研究所）の援助による効果が大きい
ことが指摘できようＯその際
，授業の実施時に焦点を
合わせた援助ではなく
，計画段階から実施，評価の３
段階にわたって継続的な援助を行うことが重要である
。
さらには
，このよう授業を年間指導計画に位置付
けて継続的な実践と評価を積み重ねることが重要であ
る
。また，実践の記録をファイル化して残し，学校の
共有財産として，継承・発展していくような配慮も必
要である。
本論は
，へき地・小規模校に対する教育委員会のサ
ポ
トーシステムの在り方を策定する研究の一部であり，
本論の結果を一般化するためにはさらに多くの実証的
な研究を積み重ねていかねばならない。
なお
，本論は筆者が都立多摩教育研究所に指導主事
として在任し，担当した研究の一部である。
注
年間指導計画に４時間分位置付けたため，定期考査に　（1）東京都教育委員会には現職教育と，教育に関する
も
，この部分の問題を提出して評価の対象とした。こ
の部分の問題は100点満点中12点の配点で
，生徒の得
点の内訳は12点が１人
，その他の生徒も６～９点であっ
た
。解答についても，無記述部分のある生徒は１名も
なく
，正解に近い誤答で点を失っていることから，地
域教材の授業は理解度が高かったと推定できよう
。
次に研究所は
，授業実践のまとめと今後の発展のた
めに
，授業に使用した資料・教具・学習指導計画一学
習指導案
，授業記録(VTR,文字記録），教師の教
材研究用資料
，授業分析ソフト　生徒の調査用紙，生
徒の作品等をセットした「指導マニュアル
」をファイ
ル化することを提案した
。屈この「指導マニュアル」
は研究所のカフェテリア研修用教材にも取り入れられ
，
他校の教師の利用にも供するよう配慮した
。
このことは
，人事異動がはげしく，年齢の若い教師
が多いへき地の実態を考慮し，地域の認識がまだ不十
分な新任の教師が着任した場合にも
，ファイルを活用
しつ，継続的な実践が深められることを意図したもの
である。
（2）結論と提言
〇中学校では
，研究所の援助を得て行った３年間の
社会科の実践から
，指導方法の工夫等による授業の改
善が行われて，ひとつの地域教材が年間指導計画に位
置付けられた。
また
，担当者の転任後も新担当者によって地域教材
の授業が実践され
，授業実践や授業分析の手法等が身
に付けられるとともに
，実践が継続的に深められるよ
う「指導マニュアル」を作成した。
調査
・研究を行う機関として，都立教育研究所と都
立多摩教育研究所がある
。この２つの機関は，前者
が23区内の小
・中学校と都立学校，後者が多摩地区
（26市６町村）の小・中学校のために設置されてい
る。
（2）都立教育研究所教育方法研究室で開発されたパソコンによる簡便な授業分析法。カテゴリーは，明星
大学岸俊彦教授のLISA (Lead Independence
Solidarity Analisys)に手を加えたもので
，授
業の逐語記録をカテゴリー分類して入力し，時系列
グラフ
，単純集計，マトックス分析，三連（四連）
チ
ェーン分析ができるもの･である。
（3）カフェテリア研修とは
，都立多摩教育研究所にお
いて独自に行われている「カフェテリア方式の研修
」
の略称で
，教師が都合の良い時に来所し，用意され
た研修用の教育情報（教材キット）を必要に応じて
選択活用して
，研究所の設備等を利用しながら，自
主的に課題解決を図る研修のことである
。その概要
は，文部省「初等教育資料」平成２年１月号に紹介
されている。
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